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ム三重山 1358m 宍粟郡千種村
]. Diplazium kiusianum Koidz. ムグゲ、シケシグ、
2. Pleurosoriopsis Makinoi Fomin カラグサシダ、
3. Diplazium nipponicum Tagawa 

オニヒカゲワラピ
4. Cornopteris decurrenti-alata Nakai 

var. pilosel1a  H. 1  tδ タカオシケチシ〆
ムクゲシケシダ、は九千i ' ! ( 熊本県、宮崎県〉と四国〈高

知県〉に産するが、今回の採集 (1953. 7  .29) により
2仁川、! にも分布することが明かとなった。* 種は葉柄や
中軸に淡褐色の軟い毛や鱗片が密生しているので、シ

稲 田 又 男

ミヤマベニジグ、ウスヒメワラピ、オオハナワラピ
は共に" ぷl ! 山に実身侍されていたものであり、船越山羊
歯目録に追加することができた。なお船越山の芋歯に
ついては建部怒i問、内海功ーの両氏が 103種 4変種を
記載されている。( 日本ν〆の会関西談話会編「しだ
とこけJ No. 5. 1953. 8. 20) 

ム言書写山36.9m 姫路市外
10. Polystichum polyblepharum Pr. f. 

intermediurn Tagawa アイブスカイノデ
11. Dryopteris lacera O. Kuntze. f. 

interm告dia H. Ito  アイノコグマワラピ
iTv ! fと区別することがでまる。 I12. Lycopodium cernuum L. ミズスギ
タカオシケチシ〆は中軸判明片の中肋に沿って毛| 山が低く浅いむでBUに注目すべき種類はないが都会

が密生している。普通のγケチシダはこのような毛が|I  ( 姫路市〉の近くで採集に便利な点と種類が案外豊富で
ない。木援は関東地方では広〈分布しているようであ| 県下で普通見られる羊歯は、この山で殆ど採集出来る
るが、近畿地方ではあまり産地が知られていなかった| 点からみて、初心者向の採集地として最も好適地でな
が大阪府岩湧山( 田川先生〉和歌山県高野山〈稲田) Iいかと思う。
などで採集されている。 I|  アイアスカイノデ、アイノコグマワラゼ共にあまり
三室山は1358mもあって氷ノ山に次ぐ県下第 2 の高| 重要なものでないが記録上記載した。ミズスギは麓で
い山であるが、 1200m位より上はネマガリ〆グが密主主| 採集したが県下では各地に産すると恩われる。
していて、シラネワラピ、オオルヨリマなど期待さ| ム櫛白滝約300m 佐用郡久崎町
れた羊閣は出現しなかった。 I13. C y巾 m i u m Yamamotoi Tagawa 
羊歯の種類、堂、共に貧弱で42種〈含変種〉記録し| ミヤコヤブソテy
たにすぎなかったo しかしムググシケシグ、タカオシ I14. Polystichum craspedoso間 n Diels. '7ルデνグ
グチシ〆なと、が採集出来たので記録上重要なる山であ I15. Neocheiropte巾 ensata Ching グF ハラν
ることを確認した。 IU，. PoJystichum T s昨 Simens日J. Sm. 

ム船主車山727m 宍粟郡三河村 l  ヒメカナワラピ

、

5. Polystichum Kurokawa巴 Tagawaアカメイノデ
6. Polystichum retroso・paleaceum Tagawa 

var. coraiense Tagawa イワシロイノデ
7 .  Dryopteris monticola C. Chr. ミヤマベニシダ
8 .  Acystopteris japonica Nakai ウ久ヒメワラピ
9. Botrychium japonicum Und. オオハナモ7 ラピ
アカメイノデは三重県赤目i峡にて黒川喬雄氏が発見

されたもので、英後大台ケ原( 奈良県〉、岩湧山〈大
.阪府〉、 高野山〈和歌山県〉などで採集されて居り、
県下では今回 (1953. 7. 27) がはじめてである。
ホ援に中戦の鱗片が卵状長樗円形をなし、葉柄ドよ黒

褐色の光沢ある鱗片を有している。
イワν戸イノデはイノデの仲間で、は最も壮大な寒地

粧の羊歯で近畿地方では滋賀県多羅尾村に産する。本;
県では始めての採集であったく1954. 8. 20採〉

ミヤコヤプソテ Y の羽片は披針状長楕円形で鈎状と
なり長〈伸びて包膜の中心に黒点があるので他のヤブ
ソテγと区別するととが1出来る。県下では細見末男氏
が氷上郡国領村で採集している。 (1937. 8. 6 )  
ヒメカナワラビには普通の型とP. Maebarai Taga-

w a すす王子ヨズミシ〆に近い型と 2 つの型が混生して
し、る。

ム六甲山932m 神戸市
17. Currania oyamensis Ccp. エピラシ! /
18. Cuptidipt巴ris Wilfordii Nakai et 

M o m o s e  オウレンシダ、
エピラシ !J"は石川栄之助氏が「西f菱地方に於ける崎

物分布調王子日銀J (1934， 1936.) に六甲山に産する事
を報じているが、久しく不明の羊歯として疑問にして
いた。先年水谷正美氏( 大阪〉が採集し筆者も同氏の
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威崎郡日高町天神山 1932. 8. 10 (5313) 
出石郡東床ノ尾山 1932. 8. 11 (5320) 

に於て、かねてより一度見せていただきたいと患って
いたが、京大田川先生の御好意により氏の採集品を拝
見する機会を得た。
上記の内ヌカイタチシグマガイは県下で未発症のも

のであり、県下のリストに加える事が出来たことは嬉
しい限りである。

O 懸下草摺新産地ー東
33. Camptosorus sibiricus Rupr. グモノスシダ
朝来郡朝来町田路橋ヶ谷、建部恵i筒氏採
34. Asplenium Wilfor也 i Mett. アオガネv ! f
宍粟郡富栖村、建部恵j閏氏採
35. Cornopteris hakonensis Nakai 

案内で採集する事が出来た。県下での喰ーの産地であ
り量的も非常に少いので何とか保存したいものであ
るO

ム小金吾776m 多記己都畑村
Monachosorum flagel1are Hayataオオブジν〆
Ptiropteris Maximowiczii Hanc巴 ブジνグ
Acystopteris japonica Nakai ウスヒメワラビ、
Struthiopteris amabilis Tagawa オサシダ
Aspl日nium oligophlebium B ak. カミガモνグ、
Aspl巴nium normale D o n  ヌリトラノオ
Neocheiropteris subhastata Tagawa 

19. 
20. 
21. 
22. 
23. 
24 
25. 

ヤノネシグ
以上の内すすアジシ〆、ブジν〆、カミガモν」臣、、
ヌリトラノオは比叡山から西へ丹波一帯に多〈産し特
にカミガモシ〆は丹波を代表する羊歯とも云うべきで
ある。 ハコネシケチ乙/ 〆

事ヒロハヤプソテヲ
戟来郡朝来町田路、建部恵i閏氏主菜、氷上郡東ケ峯、
岩槻邦男氏探
37. Diplazium kiusianum Koidz. 
氷上郡東ケ峯、岩槻邦男氏採
38. Dryopteris monticola C. C hr. ミヤマベエシグ
氷上郡栗ケ峯、岩視邦男氏採
39. Diplazium Mettenianum C. Chr. 

ミヤマノコギ! J V 2 l  
氷上郡幸i泣村香良、岩槻邦男氏採
以上で1953年までの木県産羊歯について筆者の確認
したものを記載した。
貴重な資桝を御恵与下さった重量部恵i問、岩槻邦男の

両氏に感謝の意を表す。

氷上君原ケ峯、悲観邦男氏採
36. Cyrtomium macrophyllum Tagawa 

ムグゲ手〆ケ乙ノダ

(1954. 10. 28) 

O 篠山城跡
AspleniuII1 Sare1Il H o ok. var. pekinense 
C. Chr. トキワトラノオ
O 荒木英一氏の標本中より

27. Asplenium W iJfordu Mett. . ，オガネシ〆
多紀郡吉銀山 1953. 5. 12 ( 細見末男氏採〉
28. Diplazlum nipponicum Tagawa 

オニヒカゲ、ワラ e
但馬妙見山 1932. 5. 29 (5548) 

29. Dryopteris iridusiata Makino 日t Y a m a m o t o  
var. Simasakii H. 1tδ主力イタチシグマガイ

多紀郡小金岳( 京銀[ ¥ 谷) 1930. 7 .  20 (6098) 
30. Dryopteris polylepis C. C hr . ミヤマグマワラピ
朝来郡段ガ峯 1931. 8. 1  (6303) 
31. Pyrrosia hastata Ching イワオモダカ
但馬氷ノ山 1932. 8. 12 ( 米田勇一氏採〉
32. Athyrium Sheareri Ching 

ウラボνノコギリシグ

26. 
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